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等中等教育における美術や技術家庭など

の授業時間が減少したことなどが主な理

由であるように思う。

美術系の勉強は大なり小なり修練が必

要であり、当面AIやアンドロイドにはで

きない部分がこの先も残ると考えている。

とすると、究極の器用さを持ち合わせな

ければ、今後の社会で生き残ることはで

きないのではないだろうか。また、脳が

手足を器用に動かすように指令するため

には、多くの体験の蓄積から得られる制

御力が必要である。家庭でも学校でも手

足を使わずに済む現代生活は、人類の進

化に明らかに逆行しているのではないで

あろうか。今、手足を動かせることが当

たり前として実習授業を行っているが、

逆行しつつある世代に今のままの教え方

が通じるのだろうか。修練や体験を今以

上に重要視した新たな教育を行わない限

り、これまでと同じ程度の作品を作るこ

とすらできないだろう。まして、国宝級

の作品や人材の輩出はますます難しくな

る。あらためて美術教育の再考が必要な

時代が来ているように思う。

料を無駄にしても平気である。また、工

作の不器用さに加えて、面倒なことを避

ける傾向にある。例えば複雑な仕組みや

構造が絡む機器や自動車などのプロダク

ト、多様な機能や生活スタイルが絡む空

間系のデザインを選択する学生が少なく、

小ぶりなパッケージや雑貨、文具など、

単純なモノのデザインを好む傾向にある。

卒業制作にも、こうした不器用な傾向が

表れている。例えば試作せずにいきなり

本制作する。また説明パネルや模型を無

駄なものと考える。さらに社会性のある

面倒なテーマを避け個人的な世界観での

提案に終始する。

このような傾向には様々な原因が考え

られるが、掃除、洗濯、修繕などの手伝

い、庭の草刈りや地域清掃などあらゆる

生活場面で子供が活躍していた時代に比

べると、幼少期にそういった機会が減り、

道具を使う経験を積んでいないこと、初

今の学生は我々の時代に比べると、体

を動かさないで様々なものが手に入る便

利な生活を送っている。折しも、学校と

いう場においても新型コロナウイルスの

影響により遠隔授業が行われており、ま

さに、一日中家に閉じこもり、屋外に出

ない、体を動かさないという事態が起き

ている。まるで体を動かさない未来が現

れているようだ。修練した時間が技量を

高めてくれる美術の世界の教育、とりわ

け学校での教育は今後どうなるのだろう

か。学生に対する教育がこのままでよい

のか、悩ましい時代が来ている。

最近、工作の道具をうまく使えない学

生が増えている。カッターできれいに紙

を切れない、釘を真っすぐ打てない、ノ

コギリを真直ぐに引けない、鉋は知らな

いなど、道具を使った経験がほとんどな

いのである。当然作品の出来栄えは荒く、

作業机のまわりには端材が散らかり、材
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